
仙台市文化財調査報告書第259集

r山 台 城 跡
嘔
二

一平成13年度 調査報告書一

2002年 3月

仙台市教育委員会



仙台市文化財調査報告書第259集

1山 台 研 跡

―平成13年度 調査報告書―

2002年 3月

仙台市教育委員会



仙台城跡鳥H敢写真 (東より。2002年 1月 撮影 )

仙台城跡航空写真 (北 より。2002年 1月 撮影 ) 奥州仙台城絵図 (イ山合城部分・正保 2・ 3年 [1645。 46])

斎藤報恩会蔵



鍍金飾り金具 1(菊唐草文)

鍍金飾り金具 2(菊花菱文)

鍍金飾り金具 1

本丸大広間跡 (第 1次調査)

鍍金飾り金具 1(拡大 )

0       5cm     鍍金飾り金具 2

出土遺物 (写真は縮尺不同、実測図は1/2)



日頃より、本市の文化財保護行政にご理解とご支援をいただき、感謝申し上げます。

市内には、旧石器時代から近世に至るまで数多くの遺跡が存在し、古くより人々が生活を営み、

文化を育んできたことがうかがわれます。

仙台の名が歴史に登場したのは、関ケ原の戦が終わって間もない慶長 5年 (1600)12月 、今から

四百年ほど前のことでした。戦国時代の山城、千代城の地に、藩祖伊達政宗は新たな縄張で石垣積

みの城を築き、その後幕末までの260年余り、仙台城は藩政の中心の場となっていました。

平成 9年度から本丸跡の石垣解谷修復工事に伴う発掘調査が行われ、築城期の石垣とともに、多

くの貴重な遺物が発見されたことから、仙台城の実態を解明する必要が高まってまいりました。平

成13年度から、文化庁はじめ仙台城跡調査指導委員会のご指導をいただき、学術的な調査によって

その範囲や遺構の遺存状況を確認することに着手いたしました。

本丸跡平場の発掘調査では、大広間建物跡のものと考えられる礎石跡や雨落ち溝跡とともに、建

物に使用された飾り金具等が出土し、初めて本丸の建物の様相が明らかになったほか、三の九南側

の清水門跡付近に残る石垣の測量調査も合わせて実施し、いずれも大きな成果を得ることができま

した。

本報告書が、研究者のみならず市民の皆様に広く活用され、文化財に対するご理解と保護の一助

となれば幸いです。

調査ならびに本報告書の刊行に際しましては、多くの方々のご協力、ご助言をいただきましたこ

とに対しまして深く感謝申し上げます。

平成14年 3月

仙台市教育委員会

教育長 阿 部 芳 吉
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1.本書は、仙台城跡の平成13年度遺構確認調査の報告書である。
2,本調査は、国庫補助事業である。
3.本報告書の作成にあたり、次ぎのとおり分担した。
本 文 執 筆 金森安孝 I・ Ⅱ・Ⅲ・V 根本光一 Ⅳ
遺構 トレース 菅野 元、相澤 守、小向通幸、菅家婦美子
遺 物 実 測 菅家、対馬悦子、小野寺美智子
遺 物 拓 本 田中世津子、笹原清子、山田君代、結城龍子、天野美津枝
遺物 トレース 相澤、菅家、姑馬、小野寺
遺物写真撮影 菅野、山田、笹原、田中、小野寺、結城、対馬
図 版 作 成 金森、三上 岡!、 菅野、菅家、相澤、瀬川和代
写真図版作成 金森、菅野、三上
編集は、金森がこれにあたった。

4.地中レーダー探査は応用地質い、土壌サンプル分析はい古環境研究所、金属製品の分析・保存処理は仰東都文

化財保存研究所、石垣測量図化は国際航業的に依頼・委託した。

5。 本書中で使用した地形図は、国土地理院発行の 1:50,000「 仙台」と1:10,000地 形図「青葉山」の一部を使

用している。

6。 遺構図の平面位置図は平面直角座標系Xを用いており、文中で記した方位角は真北線を基準とし、高さは標高

値で記した。

7.遺構略号は、全遺構に通し番号 (国庫補助調査による検出遺構番号 :KS―  )を付した。
8.本報告書の上色については、「新版標準土色帳」 (古山・佐藤 :1970)を使用した。
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はじめに

平成13年度は、仙台城跡遺構確認調査の 5カ 年計画の 1年次にあたり、下記の体制で臨んだ。

調査主体   仙台市教育委員会

調査担当   仙台市教育委員会生涯学習部文化財課

文 化 財 課  課長  大越 裕光

管 理 係  係長  高橋  泰

主任  大村  仁

主事  藤井 明美      ｀

主事  高塚真紀子

整備活用係  係長  田中 則和

主査  木村 浩二

主査  金森 安孝

主任  主浜 光朗

主任  長島 榮一

主事  坂本 和男

教諭  松本 知彦

教諭  根本 光一

調 査 係  係長  結城 慎一

発掘調査、整理を適正に実施するための調査指導委員会を設置し、委員を委嘱した。

委 員 長  齋藤 鋭雄 (宮城県農業短期大学名誉教授 近世史)

副 委 員 長  岡田 清― (東北福祉大学教授 東北中世史)

委   員  北垣聰一郎 (奈良県立橿原考古学研究所共同研究員 石垣 。城郭研究)

鈴木  啓 (福島県考古学会副会長 考古学)

千田 嘉博 (国立歴史民俗博物館考古研究部助教授 城郭考古学)

西  和夫 (神奈川大学教授 建築史)

発掘調査および遺物整理にあたり、次ぎの方々からご協力をいただいた。 (敬称略・順不同)

宮城県護国神社、青葉山公園仙台城石垣修復工事 鹿島・橋本
。新星建設共同企業体、宮城県図書館、

斎藤報恩会、黒田スタジオ、仙台市青葉区建設部建設課、環境局環境部環境計画課、建設局百年の杜

推進部公園課、青葉山公園整備室

調査参加者 相澤 守、天野美津枝、伊藤美代子、小野寺美智子、菅家婦美子、小向通幸、佐々木恵子、笹原清子、

菅野 元、瀬川和代、田中世津子、田中春美、射馬悦子、三上 剛、三嶋典子、山田君代、結城龍子

さらに、下記の諸機関の方々から適切な御教示をいただいた。 (敬称略
。順不同)

文化庁文化財保護部記念物課 :主任文化財調査官 岡村道雄、主任文化財調査官 本中 員、文化財調査官 磯村幸

男、文化財調査官 坂井秀弥、文化財調査官 加藤真二、京都国立博物館 久保智康、東京国立博物館 平尾良光、

東北大学名誉教授 佐藤 巧、東北大学教授 有賀祥隆、東北大学教授 須藤隆、東北大学教授 飯淵康一、東北大

学埋蔵文化財調査研究センター 藤沢 教、福島大学名要教授 小林清治、大崎人幡宮、仰森本鋳金具製作所 森本

安之助、元離宮二条城管理事務所 坂井清、働古建築建造物保存協会 武藤正幸、仙台市史 城館部会、仙台市博物館
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第 1図 仙台城跡と周辺の遺跡

城 館 跡 神  社 その他の中・近世のとな遺跡

l 仙台城跡 茂庭東館跡 29 東照宮 39 燕沢蒙古の碑 酪 山田団地東南遺跡 68 元袋遺跡
2 若林城跡 富沢館跡 大崎人幡宮 40 東昌寺裏経石 梨野A遺跡 ω

．
下ノ内遺跡

3 北目城跡 沖野城跡 亀岡人幡宮 澱橋板碑 仙台東邦粂塁跡 70 伊古田遺跡
4 西館跡 日辺館跡 32 熊野那智神社経塚群 42 郷六の板碑 56 カナクツ選跡 王ノ壇違跡

5 今泉城跡 那智神社宿坊跡 43 大梅寺建武の碑 57 南小泉遺弥 72 皿屋敷遺跡

6 小鶴城跡 小館 (古館)訴 34 熊野新宮社宿坊跡 44 郷六建武碑 58 御堂平遺跡 73 大野田古墳群

郷六城跡 熊野堂大館跡 川内古碑群 59 町田遺跡 Й 欠ノ上遺跡

8 葛岡城跡 23 高館城跡 46 仙台大神宮の板碑 60 北前遺跡 75 高団B遺跡
9 郷六御殿跡 % 前田館跡 馬越石塚 杉土手 (鹿除土手 ) 八ツロ遺跡

国分鞭館跡 25 四郎丸館跡 48 蛸薬師古墳群 62 山田上ノ台遺跡 松本遺跡

南 目城跡 寺院・墓所 窯  節 や 西台畑板碑群 山田条里還跡 73 安久遺跡

谷地館跡 26 臨済院

“

荒巻杉窯跡 50 長町駅裏古墳 64 富沢遺跡 的 安久東遺隊

茂庭大館跡 27 林子平墓 杉添東窯隊 I 宅地古碑群 山口遺跡 80 栗遺跡

茂庭峰館跡
28
大 F月山中世墓所 五城中学校北窯跡 52 古障神社板諄 66 下ノ内浦遺跡 後河原遺跡

茂庭西館跡 大門山供養所 38 与兵衛沼窯跡 67 六反田遺跡 中田南遺跡



仙台城跡の概要

1.仙台城の築城 と概要

仙台城は初代藩主伊達政宗によって、関ケ原の戦い直後の慶長 5年

年 1月 から普請に着手された。工事は慶長 7年 (1602)5月 には一応

の完成をみたとされている。

本丸の規模は、東西245m、 南北267mと 諸大名の城郭の中でも最大

級で、慶長16年 (1611)に 仙台を訪れたイスパニアの使節ビスカイノ

は「この城は日本国で最も優れ、最も堅固な城の一つ」と賞賛してい

る。築城当初は「山城」である本丸を中心とする城郭であったが、政宗

の死後、二代藩主忠宗が山麓部に二の九の造営を開始する。寛永年間

以降はこの二の丸が藩政の中心となり、三の九・勘定所・重臣武家屋

敷などが一体となって城域を形成していた。

絵図や文献などによれば (註 1)、 本九には詰門を入った東側に天皇

家や将軍家を迎えるための御成門があり、華麗な障壁画や欄間周夕刻に

彩られた大広間を中心とする御殿建物群が存在していた。東側の城下

を見下ろす崖面に造られた懸造、さらには能舞台・書院など、上方か

ら招いた当代一流の大工棟梁・工匠。画工等によって造られた桃山文

化の集大成といえる建物群が威容を誇っていたと考えられている。西

脇椿・東脇櫓・艮櫓・巽櫓は三重の隅櫓であったが、正保 3年 (1646)

(1600)12月 24日 、城の縄張 りが開始され、翌

4月 の地震によって倒壊したとする記事がみられ (註 2)、 以後復興されずに明治を迎えたものとされている。

本丸の建物群は江戸時代の度重なる災害に加え、明治維新後の取り壊しなどにより失われ、唯一仙台城の面影を

伝えていた国宝の大手門および脇櫓も昭和20年 (1965)7月 、太平洋戦争による米軍の空襲によって焼失した。本丸

北壁の石垣も明治の初期に陸軍兵舎の基礎石として転用され、現石垣の天端は一部欠損している状況である。現在

では、この本九北壁や随所に点在する石垣を除いては、埋門や本九西側の堀切、三の九の周囲を囲む堀と土塁などが

往時の仙台城を偲ぶ貴重な遺構となっている。また、政宗の仙台城築城以前に、この地域をおさめていた国分氏の居

城「千代城」に関する16世紀代の文献記録も残っており (註 3)、 中世山城が存在していた可能性も指摘されていた。

2.石垣修復の記録

仙台城は築城から明治維新までの約270年間で、文献に記されているだけでも12回の地震と数多くの水害を経験

しており (註 4)、 石垣や土塁、建物などの破損と修復を繰り返している。幕府から発給された「老中奉書」(伊達家

文書、仙台市博物館蔵)等には具体的な修復個所が記されており (註 5)、 仙台城を描いた十数点の絵図の比較でも、

石垣形状の変化を読み取ることができる。仙台城の普請に関する老中奉書は、正保 4年 (1647)か ら享保15年 (1730)

に至る14通が「伊達家文書」に残されている。これらは、災害による城域の修復工事個所を具体的に記したもので、

本丸石垣がどのような変遷をたどったかを知る上で貴重な史料である。なかでも、本丸石垣の大きな変容が見られ

るのは寛文地震後の寛文13年 (1673)に 出された老中奉書であり、「伊達治家記録Jの 中の普請窺の控とともに、本

丸北壁石垣が全域にわたって改修を行わざるを得ない程の被害を受けたことが記されており、寛文 8年 (1668)7

月に起きた地震が大規模であったことが確認できる。その後も、享保 2年 (1717)の地震で本丸東脇櫓が被災した記

録などがあるが (註 6)、 被害の詳細な内容はまだ確認できていない。

第 2図 仙台城本丸・三の丸跡航空写真



第 3図 仙台城跡現況地形図と調査地区 (O部分 )

第 4図 .仙台城下絵図 (仙台城部分・寛支 4[1664]年 )

宮城県図書館蔵



仙台城を描いた絵図の中で最古の「奥州仙台城絵図」(註 7)の製作以前、仙台城は慶長・元和年間の地震で被災

したことが伊達治家記録に記されているが、その被災内容の細部については明らかではない。絵図の比較によって

本丸北壁石垣が大きく様変わりを見せるのは天和2年 (1682)に製作された「奥州仙台城井城下絵図」(註 8)か らで

あり、これ以後の絵図は全て現存石垣と同じ形状に描かれている。この絵図に先行する廷宝 6～ 8年 (1678～ 1680)

に作成された各種の「仙台城下大絵図」(註 9)は、本丸石垣の表現がさまざまで不自然な点も多く、これらの絵図

が描かれる延宝年間の時期に現存石垣への修復工事が行われていた可能性が高いものとみて、検討を加えている。

現段階では、各種の絵図の比較から、本丸北壁石垣が大きな変容を見せるのは、文献史料の記事と同様、寛文地震後

の修復工事以降とみることができる。

3.仙台城跡の発掘調査

仙台城跡のこれまでの調査には、昭和58年 (1983)か ら継続的に実施されている東北大学構内の施設整備に伴う

二の九跡の発掘調査と、仙台市博物館の新築工事に伴って昭和58・ 59年 に実施された三の丸跡の発掘調査があり、

本丸跡では小規模な試掘調査を除けば、石垣4雰復工事に伴う発掘調査が第一次発掘調査となる。

本丸北壁の石垣は昭和30年代から変形が目立ち始め、防災上の観点から昭和55年以降、仙台市建設局公園課によ

り度重なる石垣の調査が実施されている。石垣変形の主たる原因は解明されていないが、近代になってからの城跡

の管理不備や、亜炭採掘坑による地盤沈下、宮城県沖地震、石垣基部を通る市道青葉城線の交通量増加などが指摘

されている (註 10)。

青葉山公園整備計画の一環として、石垣修復 =復元に伴う今回の発掘調査は、平成 9年 (1997)7月 から石垣解体

に先行する事前調査と、翌年10月 から開始した解体工事と並行する発掘調査からなっている。この工事は平成12年

9月 に石材9,106石 と、Ⅱ期石垣124石の解体をもって終了し、石積み工を同年12月 から開始している。

調査では、石垣基部の根石調査や石垣断面構造の記録化により、三時期の石垣変遷と構造を確認し、石材調査で

は各種の刻印や朱書、墨書などを多数検出し、矢穴や石材加工の変化も確認している。石垣は表面の「石積み」様式

の変化とともに、背面の土木工法の変容が顕著であり、発掘調査で石垣背面の土木工事の痕跡を考古学的な手法に

よって層位的に精査し、盛土の重複関係や採集遺物の分析からみた石垣変遷を、文献調査との照合により3期に大

別している (註 11)。

築城期には、旧地形や中世山城「千代城」の縄張を利用して斜面を切り土しながら石垣を構築 (I期 )し、地震に

よりこの石垣が倒壊した後、築城期の石垣形状を一新する修復工事が行われて石垣が再構築 (Ⅱ 期)さ れ、その後の

地震によりこのⅡ期石垣も倒壊し、現存石垣に全面改築 (Ⅲ期)さ れたとして検討を重ねている。

註
ョ掻彗!阜會Bζ身を          絢 §會ξg属毒豊阜℃ごξ単手笠蚤笠蟹∵薦蕃談群i甘0暑雪睾驀讐註2 義山公治奈記録、正保3年 (1646)4月 28日條。
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』1967〕

薫
みと験倉::ち:ξま呈[§:::骨皇督会E裏濡館拿豆壱賢屏|よ蕃整修覆蜃往系架怠楚磐易響修響蓄調森鐸漏奢曇奪ヵ〔晋硫だ舞辰好
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Ⅱ 調査計画と実績
平成13年度は、仙台城跡遺構確認調査の 5カ 年計画の 1年次目である。5カ 年計画では、将来的に国史跡指定を

目指し、仙台城跡の全体像を把握することを目標として、遺構の遺存状況と石垣の破損状況を確認していくことを

目的とする遺構確認調査と石垣現況調査を実施することとした。まず、仙台市有地を優先し、本九跡の遺構の遺存

状況を確認する発掘調査と、損壊の恐れのある石垣の測量図化と目視による現況調査を実施した。発掘調査費につ

いては次のような内示を受けた (総経費1,300万 円、国庫補助額650万円)こ とから、以下の調査計画を立案した。

第 1表 調査計画表

調査次数 調査地区 調査予定面積 調査予定期間

第 1次 本九大広間・能舞台跡 340■正 9月 ～10月

第 2次 清水門付近石垣 250■面 11月 ～12月

計 2地区 590∬

第 1次調査では、仙台城本九の中で建物指図が知りうる数少ない遺構である大広間とその北側に近接する能舞台

推定地付近の発掘調査を実施した。

第 2次調査では、三の九南部に位置し、石垣上部に自生する立木のために石垣の部分的な崩落があって、長期的

には石垣崩壊の恐れがあり、早急に石垣の現況を調査する必要がある清水門跡付近の石垣と併せて、清水門跡をは

さんで並立する、清水湧水部付近の石垣の現況測量調査を実施した。

第 1次調査では、本丸御殿の主要な建物である大広間の礎石跡や雨落ち溝跡などの遺構を発見した。これらは、

明治 4～ 8年 (1871～ 1875)に 取り壊された大広間の東辺部分と推定できる。遺構確認面からは、鍍金された飾り金

具や銅釘を出土しており、江戸時代、本丸御殿の主要な建物に使用された飾り金具類とみられる。

第 2次調査では、三の丸南西部、清水門跡付近の石垣 9面の測量調査を実施した。石垣表面の清掃後の石材調査

で構築・修復時とみられる矢穴や朱書を確認したが、清永門跡東側の石垣は背面の裏込めにコンクリートが充填さ

れており、昭和39年 (1664)の地震で崩壊後、翌年の工事で積み直しされた部分を確認した。

本年度は、この 2地区の調査報告を以下に掲載する。

第 2表 調査実績表

調査次数 調査地区 調査面積 調査期間

第 1次 本九大広間跡 1851N 9月 17日 ～12月 27日

第 2次 清水門付近石垣 210∬ 11月 30日 ～平成14年 2月 13日

計 2地区 395■ド



Ⅲ 第 1次調
1.調査経過

第 1次調査は、仙台城本丸跡の中で建物指図が知りうる数少

ない遺構である大広間とその北側に近接する能舞台の推定地付

近で、青葉区建設局に管理されている仙台市の公園用地におい

て発掘調査を実施した。

発掘調査に先立ち、平成13年 9月 18日 、調査予定地周辺の地中

レーダ探査を実施し、その反応により地下遺構の存在が予測さ

れる部分に調査区を設定した。今回の探査では、遺構群の一部を

捉えることはできたが、主要な遺構群を明確に検出できず、波長

の調整などの探査手法に課題を残した。調査区は公園園路によ

って南北に区切られ、樹木を避けた調査区設定のために不整形

なトレンチとなり、南側の 1区 118だ と北側の 2区 67どの面積を

調査している。

調査区の現況は草地で、9月 26日 から人力による表土排除を

実施した。調査区の地表下0.05～ 0.lm程度で白色粘土を主とし、

層厚が20～ 40cmで締め固められた整地層 (Ha層 )を調査区のほ

ぼ全面で検出した。この整地層上面での精査を繰 り返したが整

地時期の特定ができず、試掘 トレンチによる断ち割り調査を行 第6図 調査予定地付近のレーダ探査結果と調査区

った結果、下層の暗褐色土 (Ⅱ b層 )上面から昭和11年銘の桐一銭青銅貨が出土し近代の盛土であることを確認した

ため、除去して下層調査に移行した。この層からは、レンガや針金、ガラスなどの近代に属する遺物とともに、鍍金

飾り金具や銅釘を多く出土し、明治初年に仙台城を取り壊した段階の旧地表面である可能性が高まったため、精査

して遺構検出を行い、抜取り穴を伴う礎石跡や雨落ち溝跡などの遺構を発見した。

調査区付近では、黄褐色ロームで凹凸のある地山土 (Ⅳ層)上面に、礫混じりの茶褐色土 (Ⅲ層)を盛土し、平坦

に整地を行った後、遺構を掘り込んでいることを撹乱孔の壁面観察により確認している。

調査は、白色粘土の整地層の精査と除去に時間を要し厳冬期を迎えたため、凍結による遺構への悪影響などを考

慮し、1区の精査を主とし、2区は遺構検出まで及ばぬ段階で平成13年 12月 27日 、樹根の養生を行いながら埋め戻

しを終了した。なお、調査終了に先立ち、12月 22日 に現地説明会を開催した。

2.発見遺構

今回の調査で発見された遺構は、礎石跡13基、溝跡 1条、土坑 5基などである。これらの遺構は基本層位Ⅲ層上

面で検出されている。

KS-4礎石跡 lA区北辺で南側半分を検出している。直径180cmほ どの隅丸方形のプランで、深さは不明である。

根固め石として拳大から人頭大の礫を丁寧に充填している。中央に110cmほ どの礎石抜取り穴があり、堆積土から

は煉瓦や瓦、銅釘 1本を出土している。小ピットに切られ、底面中央に空洞部がある。

KS-5礎石跡 lA区北辺で検出している。直径160～ 180cm、 深さ40cmほ どの円形のプランで、根固め石として

拳大から人頭大の礫を丁寧に充填している。中央に110cmほ どの礎石抜取り穴があり、堆積土からは瓦を出土して

いる。

第 5図 大広間跡現況
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第7図 調査区配置図 (本丸跡北側部分)

KS-6礎石跡 lA区西側で検出している。直径190cmほ どの不整形のプランで、拳大より大きめの礫を充填して
いる。中央に110～ 135cnほ どの礎石抜取り穴があり、堆積土からは煉瓦や瓦を出土する。

KS-7礎石跡 lA区西辺で東側を検出している。直径180cmほ どの円形のプランで、地山粘土と拳大の礫を丁寧
に敷き詰めた上層に褐色土と大振りの礫を充填している。中央に150cmほ どの礎石抜取り穴があり堆積土からは煉

瓦や瓦を出土する。

KS―刊6礎石跡 lB区北側で検出している。直径210cnほ どの不整形のプランで、拳大より大きめの礫を充填して

いる。中央に110～ 120cmほ どの礎石抜取り穴があり、堆積土からは瓦を出土する。

KS―司7礎石跡 lB区東側で検出している。直径190cmほ どの不整形のプランで、拳大の礫を丁寧に充填している。

中央に80～ 100cmほ どの礎石抜取り穴があり、堆積土からは瓦を出土する。

KS―引8礎石跡 lB区東端で検出している。直径80cmほ どの不整形のプランで、拳大より大きめの礫を充填して

いる。掘り方のプランは検出できていないが、抜取り穴の可能性があり、堆積土からは瓦を出土する。

KS-29礎石跡 lA区西端で検出している。直径200cmほ どの不整形のプランで、樹木の根のために調査不能であ
った。岩盤ブロックの堆積土で、根固めの礫を充填しておらず、礎石跡とならない可能性もある。出土遺物はない。

KS-20桂穴跡 lA区西端で検出している。直径60～90cmほ どの不整形のプランで、KS-6・ 7礎石跡の間に位
置している。出土遺物は瓦がある。

【間 (座敷)】 建物内部にあたる力舎部分の礎石跡は、プランが円形もしくは隅九方形を呈しており、その規模は

160～210cmと 大きい。二の九跡の発掘調査でこれまでに発見した礎石跡は政宗の長女五郎人姫の居館であった西館

,建物配置は「御本丸御屋形大略之図」

姐侵基γ処擢ぞ謬
謝嗣



跡の礎石建物跡であるが、直径が130cm程度であり、今回発見した礎石跡の規模がきわめて大きいが、深さは30clll

程度と比較的浅いことがわかる。KS-4・ 5。 6礎石跡の芯々を結ぶ南北方向の軸線は、真北より東に約10度振

れている。また、芯々間を結ぶ柱間寸法は、検出関数が 2、 3間 と少ないこともあって、195～ 210cm程度を測り、

一定の値とはなっていない。また、KS-6・ 7礎石跡の芯々を結ぶ東西方向の芯々間を結ぶ柱間寸法は、280cmと

広く、中間にあるKS-20柱穴が束石などの機能をもたされている可能性もあって、これまでの調査では柱間寸法

を求めるまでには到っていない。

KS-2礎石跡 lA区南辺で検出し、直径115cm程度のほぼ円形のプランの礎石跡で、中央に60cmほ どの抜取り穴

を有し、底面には人頭大の礫が敷かれている。Ⅱb層がⅡa層 とともに抜取り穴に落ち込み、大量の瓦と銅釘 2本

を出土している。

KS一司9礎石跡 lA区中央で一部を検出している。直径は75cmほ どで、Ⅱb層がⅡa層 とともに抜取り穴に落ち

込み、礫はあまり充填されておらず、瓦と銅釘 1本を出土している。

KS-22礎石跡 lA区北側で検出した礎石跡で、直径120cmほ ど出、抜取り穴により礫は底面までほとんど除去さ

れている。瓦や銅釘 7本を出土している。

KS-28礎石跡 lA区北端で検出し、直径80cm程度の礎石跡である。抜取り穴により礫はほとんどが除去され、

堅くしまった堆積土から、瓦や銅釘 2本を出土している。

【広縁】 建物の周囲に取り付く広縁の礎石は、座敷の礎石と比べ規模が小さく、直径は75～ 120cm程度となってい

る。礎石跡の深さは逆に深くなり、40cm以上となる。根固め石は小振りとなり、土砂の割合が多くなっている。

KS-23礎石跡 lA区の北側で検出した、直径70cnほ どの円形のプランで、抜取り穴は深く入り、Ⅱb層の落ち

込みも深い。瓦とともに銅釘の出土数が多く、21本もの出土がある。底面の礫は小振りのものとなっている。

KS-31礎石跡 直径30cm以上のプランで、一部を検出した。底面に礫が敷かれ、瓦と銅釘 2本を出土している。

KS-30礎石跡 lA区中央で検出した、直径90cmほ どの円形のプランで、礎石は抜取られて消失しているが、根

固め石がほぼ完全な状態で残されていた。Ⅱb層が落ち込み、瓦と針金を出土している。

【落縁・拭縁】 広縁の外側に取り付く落縁の礎石跡の規模は、直径70～ 90cmと 一番小さくなるが、深さは浅く、広

縁の礎石跡と同程度となっている。根固め石は小振りではあるが、丁寧な敷設がなされている。

KS-3土坑 3C区の東側、Ⅱb層上面で検出した土坑で、底面に大型の礫を有する。

KS-8土坑 2A区東側で検出した土坑で、直径120cm程度の円形のプランで、礫を多く含み、礎石跡となる可能

性があるが、遺構検出面まで掘下げておらず、確認できていない。出土遺物はない。

KS-9土坑 2A区北側で検出した土坑で、直径130cm程度の円形のプランで、礫を多く含み、礎石跡となる可能

性があるが、遺構検出面まで掘下げておらず、確認できていない。出土遺物はない。

KS-11土坑 2B区東端で検出した土坑で、直径130cm程度の円形のプランで、礫を多く含み、礎石跡となる可能

性があるが、柱筋の組み合わせができておらず、確認できていない。

KS-12撹乱坑 2A区北側で検出した撹乱坑で、長軸310cm、 短軸140cmの方形のプランで、礫を丁寧に充填して

いるが、煉瓦や針金、酒瓶などを出土している。

KS-24土坑 lA区東部で検出した、直径100cmほ どの不整形のピットで、瓦と礫を底面から出土している。

KS-26土坑 lA区東端で検出した、直径120cmほ どの不整形のピットで、瓦と礫を底面から出土している。

【建物跡】 直径80～215cmほ どの円形の礎石跡を13基ないし15基を発見した。掘り方には、拳大の円礫を根固め石

として充填しているが、礎石は全石抜き取られ、残っていない。柱列の方向は、これまでの本丸跡の発掘調査で検

出した遺構群と同様に、真北から東に10度程度偏している。抜き取り跡には、レンガなど近代の遺物が混入してお

り、明治初年の取り壊しに伴うものとみられる。礎石は南北方向に 3列分検出しており、内側から雨落ち溝の方に、



間 (座敷 。身舎)、 二重の縁となる広縁と落縁 (拭縁)にあたる柱列とみられ、身舎と広縁、落縁間の柱間は徐々

に幅が狭くなり、195cm、 160cm程度を測る。柱間寸法は検出した柱穴が少なく、かつ礎石を検出しなかったために

柱位置が定められず、現在のところ不明である。

KS-1雨落ち清跡 lA区中央で検出し、割石や角礫を充填した上幅56cmほ どの石組みの雨落ち溝で、南北方向
に全長3.7m分を発見した。溝の側面石組みは上面幅160cmの掘り方で掘り込まれ、背面には害↓石を多く含んでいる。

溝内には拳大の円礫や割り石が隙間なく充填してあり、底面の高さはほぼ水平である①石組みの天端の検出面の標

高は溝の東西で10cm程度高低差があり、大広間側が高くなっている。雨落ち溝跡の確認面と堆積土上面で、飾り金

具や銅釘を多く出土している。

3.出土遺物

出土遺物には、飾り金具 9点や銅釘191本、古銭などの金属製品、各種の瓦、陶磁器がある。

【飾り金具 1】 三重菊 (中央の花弁21枚)と唐草の文様を配し、文様帯の間隙となる薄い銅の地金全面に魚子 (な

なこ・魚の卵状の小さな粒)打ちを施し、 3辺を縁取りした上で、表面を鍍金し、 3箇所に釘穴を穿孔している。

図面下部の縁が荒れており、この部分にもう一面がとり付くものとみられる。垂木 (たるき、屋根板などを支えて、

棟から軒に渡す建築材)側面を飾る金具とみられる。

【飾り金具 2】 金具 1と 同様に魚子地に菊 (中央の花弁15枚)と花菱の文様構成で、四隅は隅切りされ、表面を鍍

金した垂木先金具とみられる。縁部には文様は施されず、中央に釘穴を穿孔している。金具 1と セットとなる可能

性もある。

【飾り金具 3】 金具 2(垂木先金具)の縁部とみられ、銭金され、釘穴が穿子しされている。文様は認められない。

これらの飾り金具の文様構成は、瑞巌寺廊下板戸の金具などに類似するが、板材の厚さはより薄く、均―で、文

様の打ち出しが肉彫りされている。形状は、二条城唐門 (京都市・重要文化財、伝・伏見城より移築)の垂木先端

部の金具などと類似しており、有賀祥隆 (東北大学教授)、 久保智康 (京都国立博物館)、 森本安之助 (選定保存技

術保持者)各氏のご教示により、桃山様式の特徴を有し、慶長期から寛永初年に製作された飾り金具とみられる。

【飾り金具 4・ 5】 金具 4は、花菱文の大振りな金具で、円形の凹部は「菊ロタガネ」で打たれ、放射状の花弁状

を呈している。金具 1・ 2と比して、大まかな細工・デザインであることから、隅木先の金具や、屋根の破風や切

妻側面の崚羽の角部に使用された金具とみられる。縁部との境日付近に釘穴が開けられている。

【飾り金具 8】 金具 4・ 5と 同様に、花菱文の破片で、花弁の先にケガキされたような交差する刻線がみられる。

【飾り金具 6】 縁部の金具で、釘穴に銅釘が刺さった状態で出土した。

【飾切金具 7】 列点状の唐草文の金具で、 2カ所に釘穴が開けられている。

【飾り金具 9】 出土品の中で最も腐食が進んだ薄い破片で、「中」字状の打刻がある。

【銅釘】191本の銅釘のうち、頭部が丸い「留釘」は1本のみで鍍金が確認できる。その他は全て、頭部が平たい

「打ち釘」で、うち1本の頭部に鍍金が認められた。寸法は個体差があるが、おおむね 6分 (1811un)か ら1寸 3分

(39mm)程 で、重量は0.2～ 2.Og程である。飾り金具や銅釘の出土位置は、検出した建物の外郭部周辺のⅡb層 中に

限られており、近代の煉瓦や針金と共伴した出土であることから、明治初年の取り壊しの際に建物から外されて残

置されたものと考えられる。

〔古銭】出土した古銭には、寛永通費 2点、半銭銅貨 1点、桐一銭青銅貨 3点などがある。なかでも2C区のトレ

ンチ調査でⅡ層から出土した昭和H年 (1936)銘 の桐一銭青銅貨は、Ⅱa層が近代の造成盛土であることを検証す

る資料となった。
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第 3表 遺橋観察表

遺柑番号 区 性 格
法     量 にm)

備 考
幅 全長 深 さ

KS-1 lA 雨落ち瀧 掘 り方 160-165 滞 幅 50-56 370 16^-30

帯状の Ⅱa層 (黄白色粘土)と Ⅱb層 の落ち込みを検出。20cm大の害」石で側面を組み (競大は南
西角で60cm、 )浩の ytl側 (大広間側)が束側 (7t■物外部)よ りも10～ 15cm程 整地面が高かった
とみ られる。掘 り方には割 り石の充填され、割石や河原石をⅡb層 上面で多 くと日土。調査区南

壁で、連珠
=巴
文軒丸瓦の瓦当破片を出上。

断面 (Jヒ 〕 掘 り方 156 溝 幅

断面 (中 央 ) 掘 り方 160 溝 I幅

断面 (南 ) 偏り方 溝幅

遺構番号 区 性格
検出寸法

註 :KS― ♯の遺機の、記号aは礎石の抜取り穴もしくは据え方を、 bは柱穴の掘り方を示す。
縦 X横 ×深さ (cm)

KS-2 lA 広緑 El― N4
60  ×  59  X   9

KS-30と 同様に黄褐色粘土とⅡb層 が落ち込む。Ⅱb層 には、大量の瓦 (土袈I乃袋分)を 含み、
41t固 め石の下部底面まで掘 り雀められている。

b

KS-3 土坑 80  ×  78  ×  26 Ⅱb層 上面で検出。拳から人頭大の礫が混入。

KS-4 身舎 Eユ ーN〕
27

隅丸方形 と思われ、ほぼ平jHな底面中央に 6× 3× 22cmの空洞をもつ。直径30cmの ビットに切

られる。 レンガ 瓦をIB上。
b 180  X  124  X  ? 円形、KS-7と 同じ。

KS-5 ユA 身舎 El― N2
114  X  107  X  30

b

KS-6 身舎 El― N3
114  ×  135  X  22 不整形で瓦とレンガを含む。

b 193 準大 より大きめの礫が日立つ。

KS-7 身舎 E2-N3
146  ×  132  X  24 少量のレンガと瓦を含み礫混入。円形。

b 181  ×  167  ×   ? 地山粘土に拳大の礫を底面 とし、その と層に褐色土と大ぶ りの際を充壊。

KS-8 根固め石 120  X  109

KS-9 根固め石 138

KS-10 2A 根固め石 104  X  98

KS-lJ 根 固め石

KS-12 211 撹乱穴 309 50^-75 方形の掘 り方内に、拳大か ら人頭大の礫を充填 し、針金、煉瓦、 トリスウイスキーの瓦を出土。

KS-13 2B 根固め石 76  ×  59  ×   ?

KS-14 2B 済 50～ 58 × 2～ 3 Цb層 と同 じで網目文、磁器椀を含み、KS-15を 切る。

KS-15 2B 根固め石 148  X  l16  ×  12

KS-16 身舎 礎石跡 KS-17の西隣の礎石跡とみられる。

KS-17 身舎 礎石跡 身舎 E2-N3礎石跡より南に 3間分離れた位置にあ り、礎石 ylNの 可能性が高い。
KS-18 lB 根固め石

KS-19 lA 広緑 El― N3 b 40
1/4ほ ど検出し、KS-2と 同様にⅡb層 の粘上が落ち込む。鋼釘、瓦を出上し、4k凹 め石は、
あまり認められない。

KS-20 lA 土坑 12 不整形。瓦、礫出上。

KS-22 A 広緑  eュ ーN2 b 89  ×  120  X  48 瓦、銅釘を出土し、根固め石は、底間近 くまで除去されている。

KS-23 A 落緑 El― Nl b
黄白色粘土 Ⅱb層が落ち込み、多量の銅釘 と瓦をJ・ 土 した。底面に小ぶ りの根固め石が認めら

れる。

KS-24 A ピット 瓦と礫を出土 e

KS-25 A くはみ。

KS-26 A ト 瓦 と礫を出土。

KS-28 A 広緑 El― NI 80× 76X40 堆積土は硬 くしまり、銅釘 2本 と瓦を出土。根固め石はあまり認められない。

KS-29 lA 身舎 El― N4
樹根のため検出のみ。礫は少ないが、岩盤プロックの堆積土。根回め石の検出がなく、礎石跡
とならない可能性あり。

b 200  ×  126  X

KS-30 ユA 落緑 El― N3 b 92  X  73  ×  18
上面に黄白色粘上が厚 く堆積 し、Ⅱb層 がその下部に洛ち込む。銅釘 と瓦を出上し、礎石は欠

失ているが襖固め石はほとんど残存 している。

KS-31 lA 落緑  Eユ ーN2 も 30  ×  25  ×  25 一部を検出。底面に礫敦設。瓦と銅釘出土。

KS-32 撹乱 ? 樹根か。

第 4表 遺構注記表

調査区 遺  構 層位 土   色 土   質
上 性

lII

粘  性 しまり

ユA区

KS-2 10YR5/6 黄褐色 粘土質シル ト 無 し 有 り
KS-30と 同様に黄褐色粘土とⅡb層が落ち込む。Ⅱb層 には、大量の瓦 (土袋1/2袋 分)を 含み、
根固め石の下部底面まで掘 り窪められている。

KS-4
隅九方形と思われ、ほぼ平坦な底面で中央に 6× 3× 22cmの 空洞をもつ直径30cmの ビットに切
られるレンガ 瓦を出上。

b 円形、KS-7と 同じ。

KS-4pit
1 10YR5/8 黄褐色 粘土 有 り やや有 り

2 10YR3/4 Hξ褐色 粘土 やや有 り 無 し

KS-5a

1 10YR5/8 黄褐色 粘土 有 り 有 り 瓦を出土。

2 10YR4/4 褐色 粘土質シル ト やや有 り 有 り

3 75YR4/6 褐色 粘土質シル ト 有 り 有 り

4 明黄褐色 粘土質シル ト 有 り 有 り

5 75YR5/6 明褐色 粘土質シル ト やや有 り 有 り

KS-6a
10YR5/8 黄褐色 粘土質シル ト やや有 り 有 り 不整形で瓦 とレンガを含む。

2 10YR4/6 褐色 粘土質シル ト 有 り 有 り 拳大より大きめの礫が日立つ。瓦や釘を出土。炭化物を含む。

KS-7a
1 10YR4/4 褐色 粘土質シル ト やや有 り やや有 り 瓦を出■。

2 10YR5/8 黄褐色 粘土 有 り

3 10YR5/6 黄褐色 粘上質シル ト やや有 り

KS-22 10YR5/6 褐色 粘土質シル ト やや有 り 征
ト

瓦、銅釘を出土し、根固め石は、底面近 くまで除去されている。

KS-28 堆積土は硬 くしまり、銅釘 2本 と瓦を出土。根固め石はあまり認められない。

KS-30
上面に黄色粘土が厚 く堆積 し、 Ⅱb層 がその下部に落ち込む。節1釘 と瓦を出土 し、彼石は欠失
しているが根固め石はほとんど存在 している。

2C区 KS-3
10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト 層上面に酸化鉄粒 (約 直径 l cm)と 10YR4/6、 粘土質シル ト小プロックを少量含む。

2 10YR4/6 褐色 粘土質シル ト
10YR3/2、 粘土質シル ト、小ブロックが斑状に混 じる。炭化物粒を微量に含み、酸化物粒を少
を合 ,,ハ 層中に古得 5 βn～ 人頭大の礫を含む.



【錠】 lA区 Ⅱb層から出土した鑑は、大広間で使用されていた可能性もあるが、不明である。一方の釘部は欠損

し、全体に錆化が進んでいる。

【陶磁器】 2B区から出土した、肥前くらわんか手の磁器碗は、二重網目文で18世紀代の製品とみられるが、瓦質

土器の鉢とともに遺構からの出土ではなく、年代決定の資料とはならないが、本丸跡からの出土遺物としては数少

ない事例である。

【瓦】出土した軒丸瓦には、三巴文や連珠三巴文、九曜紋があり、軒平瓦には、桔梗文や、飛雲文、江戸式がある。

江戸式は本丸跡で初めての出土となるが、KS-12撹乱坑からの出土であった。軒桟瓦は三巴文で、菊丸瓦も1点

出土している。その他の瓦としては、輪違いや伏間瓦、塀瓦、駒瓦、え斗瓦など、棟や塀を飾る瓦が出土している。

4.地下 レーダ探査・土壌分析・金属製品の分析・保存処理
1)地下レーダ探査

発掘調査に先立ち、調査予定地付近の地下レーダ探査を行った。これは、大広間や能舞台の推定地における礎石

や溝跡など地下遺構を事前に把握することで、効率的な調査の遂行をねらったものである。各種絵図の表現やこれ

までの発掘調査成果を参考に、 lmピ ッチで東西に交差する探査狽J線1,620mを 設定し、地下レーダ装置で電磁パ

ルス波を放射し、その反射波を捉えることによって地下遺構の分布状況を調べた。その結果、第 6図などの成果を

得て、反応が濃厚で遺構の存在する可能性が強いと思われる地点を中心に調査区を設定し、発掘調査を実施した。

その結果、水道や電気の埋設管や雨落ち溝などは予想に近い結果が出たが、礎石を抜取られた痕跡を地山土とは

区別できにくい結果であった、今後は、地下遺構の探査深度の設定や、反射波の解析においては時間断面ごとの平

面図を作成して特異な反射パターンを読み取るなど、遺跡の特性に合わせた手法の検討が課題となった。

2)土壌分析

仙台城本丸跡の御殿建物群は、絵図によれば、漆喰塀などの遮蔽施設が描かれているとKS-1雨落ち溝跡の東

側の整地層に白色土塊が散見しており、漆喰塀の崩落土の可能性の有無を確認するために分析を依頼した。

試料を蛍光X線分析により、各元素の同定・定量分析を行った結果、白色土には、カルシウム (CaO)が約66%、

珪酸 (Si02)が約17%、 アルミ (Aを203)が約 9%、 鉄分 (Fe2 0 3)が約 5%であり、カルシウムが主成分となっ

ていること力WU明 した。

そこで、植物珪酸体の抽出と定量を、プラント。オパール定量分析法 (藤原,1976)を もとに行い、イネ、ネザ

サ節型、ミヤコザサ節型などの植物珪酸体が検出され、イネ真や竹笹類が漆喰のスサ材として利用されている可能

性が出てきた。

漆喰は、消石灰 (水酸化カルシウム、Ca(OH)2に 植物繊維 (ス サ)や山土、海草糊などを混ぜて仕上げたもので

あり、今回の分析結果は十分に白色土が漆喰土である可能性と整合していることが判明した。

3)金属製品の分析・保存処理

今回の調査で出土した飾り金具と銅釘は、仙台城本丸跡の御殿建築を飾る、江戸時代初期の金属製品である可能

性が高く、学術的にも価値の高い資料である。そのため、資料化と保存・活用を図ることを目的として、その成分

分析と保存処理を行った。

現状のまま、X線透過写真撮影を行い、試料の腐食の進行による地金の残存状況や、日視で把握できない文様な

どを確認した。その後、実態顕微鏡により試料の細部を観察し、蛍光X線分析により非破壊で本体や付着物の材質

に関して存在元素の分析を行った。
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図版番号 登録番号 遺物番号 種別 文様
出土地点 法  量 (cn・ 宣)

備 考 写真図版
区 層位 縦 横 厚 さ 重量

1 飾 り金具 1 垂木金具 魚子地菊唐草文 (196) 005 424 垂木側面部分 鍍金 27-4

2 飾 り金具 2 54-1 垂木先金具 ,魚子地菊唐車文 005 328 鍍金 27-5

3 飾 り金具 3 54-2 垂木先金具 A 005 43 緑部・鍍金 27- 5

飾 り金具 4 花菱文 (1■2) 005 194 27-1

5 飾 り金具 5 花菱文 (47) 005 (飾 り金具 4と 接合 ) 27-1

6 飾 り金具 6 A (34) (52) 005 釘付 (遺物blo15 30× 25mm 08富  頭部 5× 5 na) 27-6

7 飾り金具 7 列点唐革文 (37) (98) 005 27-3

8 飾り金具 8 花菱文 2C 33 (93) 27- 2

9 飾り金具 9 2C (20) (211) 27-7

第 9図 遺物実測図 1(縮尺1/3)
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図版番号 遺物番号 種 別 器形
出土地点

法量 (m g)
備 考 写真図版

全受
釘   部

三昆
頭   部

区 遺構 眉位 最大幅 断  面 形状

1 銅釘 lA 4 丸 5× 5 丸 鍍金 (頭部 ) 27-8 左側
2 ユ30 割E釘 lA Ⅱ 2 四 角 25× 3 丸 鍍金 (頭部)角 部が面曜 り 27-8 右側
3 37 銅釘 lA 3 Pll角 75X8 平 釘角部が面取 り 28-3(下段 右から3本 目)

銅釘 lA コ 235 四角 3X4 平 釘角部が面取 り 28-2(上段 左から2本 目)
5 銅釘 lA Ⅱ 3 四角 5× 6 平 釘角部が面取 り 28-2(上段 右から1本 日)
6 129 銅釘 lA 2 四角 5× 5 角 釘角部が面取 り 28-4(「μ段 左から1本目)

銅釘 lA К-19T)2b 四角 25× 25 角 釘角部が面取 り 28-6(上段 左から1本日)
8 銅釘 2C 17 2 四角 04 3× 3 角 釘角部が面取 り 28-9(上段 左から4本 目)
9 276 銅釘 lA KS-23 3 3 四角 5× 65 平 釘角部が面取 り 28-7(中段 左から5本 目)

銅釘 lA KS-30 2 四角 2× 2 角 釘角部が面取 り 28-6(■段 右から5本 目)
径 厚 さ 重量

ユユ 寛永通賓 I 28-10
12 寃永通貨 I 28-11

13 188 ■銭銅貨 2C (22) (27) 明治 6～ 25年 に発行 28-12
14 桐一銭青 911貨 2 I 34 大112年銘 28-13
15 139 桐一銭青銅貨 2C 圧 34 略和11年銘 28-14

桐一銭青Fal笥 2C 大正□年銘 28-15

法量 (cn g)

長 さ 幅 厚 さ 重量

17 179 鐘 lA 291 釘部の片側欠損、全体にサビ 28-16

日経 器高 底径 重量

449 磁器椀 〔 12
肥前、 くらわんか手、外面に二竜編 目文、
内面に一重網 目文

28-21

19 磁器椀 (325) llB前、 くらわんか手、外面に二重編 目文 28-20

189 瓦質土器鉢 (52) (112)
体部の一部にヘラナデ痕、体部～底部にか
1+て指糊鷹若め 28-22

第10図 遺物実沢1図 2(1～ 16は縮尺1/2、 その他は縮尺1/3)
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図版番号 遺物番号 種別 文様
出土地点

法  量 (cln・

直 径
周   緑

厚  さ 童  量
写真図版

区 遺構 層位 幅 高

1 三巴文軒丸瓦 A Ⅱ (171) 04 (23) 4288 29-1

2 398 連珠三巴文軒丸瓦 A KS-1・  1 17 09 602 29-2

3 352 九曜紋軒九瓦 B I (180) 2678 29-3

4 九曜紋軒丸瓦 B I (160) (22) 3140 29-4

5 220 九曜紋軒丸瓦 A (130) 14 29-5

高  さ 外区幅 文様区幅 周緑高 重  量

6 桔梗文軒平瓦 lA コ 09 04 2876 29-6

7 408 軒平瓦 飛雲文 2C (42) 04 3549 29-7

8 軒平瓦 。江戸式 2B K争12 (35) (18～ 982

直  径
周   緑

厚  さ 重  量
幅 高

9 330 軒桟瓦・三巴文 圧 (96) (19) 636 29- 9

軒桟瓦・三巴文 2C (&7) 08 05 3626 29-10

301 菊丸瓦 2B KS■ 2 (52) 5808 29-11

第11図 遺物実測図 3(縮尺1/3)
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第12図 違物実測図4(縮尺1./4)



その後、精密機器を用いて、錆を慎重に除去し、国立東京文化財研究所考案の脱塩装置 (ソ ックスレー装置)に

より、脱塩処理を行い、ブロンズ病の進行を防ぐために緑化安定処理としてベンゾトリアゾールの含浸処理を行う。

樹脂の含浸を行い、接合復元の後、彩色し、保存処理を完了する予定である。

5.ま とめ

仙台城本丸大広間は本丸御殿の主要な建物で、豊臣秀吉が築いた衆楽第の大広間などと共通する武家御殿建築と

考えられており、本丸跡の建物群の実態を究明するためにも貴重な遺構である。近代以降、20～40cm程度の盛土で

遺構面は覆われており、遺構の依存状況が予想外に良好であることが判明した。今回の発掘調査では、大広間跡の

東辺付近を確認することができたが、建物の角部を検出するにはいたらず、その全体的な規模や配置については、

今後の調査を経て検討する必要がある。

また、出土した鍍金飾り金具は、大広間東側の雨落ち溝跡の上面および幕末から明治初年頃と推定される旧地表

面にあたるⅡb層上面から出土しており、大広間が取り壊されたとされる明治 4～ 8年 (1771～75)に建物から取

り外されて地表面に落ち、埋没したものと考えられる。これらの金具の使用箇所は、今後の調査を経なければなら

ないが、「御本丸御広間御玄関大御広間百歩一之図」 (第 14図)や「御大広間地絵図」 (第 15図)に描かれた「車寄」

や「中門」などに使用された可能性が高い。金具の細部には、魚子打ちや唐草文の意匠などに桃山時代の作風を残

し、仙台城築城期の建築金具である可能性が高い資料である。大崎人幡宮や瑞巖寺に残る金具類との比較研究は、

仙台城跡の建物の考証はもちろんのこと、江戸時代初期の仙台藩における美術工芸史上の貴重な資料として、成分

分析や意匠の比較研究などが必要である。

第13図 大広間建物構造模式図
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第15図 御本丸大広間地絵図 (年代不詳)齋藤報恩会蔵
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第16図 仙台城下絵図 (本丸部分・寛文 4[1664]年 )
宮城県図書館蔵

第17図 仙台城旧御本丸御屋形図 (大広間部分・明治26
[1893]年 )仙台市博物館蔵



Ⅳ 第 2次調査
1.調査経過

第 2次調査は、仙台城清水門跡付近の石垣の現況測量調査を主体

としたものである。

清水門は、三の丸 (蔵屋敷)の南側に位置し、巽門と沢の門を結ぶ

中間におかれた門である。清水門という名前は、門前にある清水の

湧く井戸に由来するといわれている。絵図には、二階門として描か

れ、脇櫓とみられる建物と櫓台となる石垣が描かれているが、現存

するのは、この櫓台の石垣と門跡の礎石の一部、および井戸の周辺

の石垣のみである。今回調査の姑象としたのは、この清水門脇櫓の

櫓台跡の石垣および井戸跡付近の石垣で、 9面で総面積210どほどである。

調査は、平成13年 11月 30日 より、石垣の清掃作業を開始し、その過程で櫓台跡東面 (A面 )の石垣天端および裏込

め部分においてコンクリートの充填が確認され、塩化ビニールパイプの排水管の設置が石垣背面で確認された。

12月 10日 より石材観察調査、12月 20日 より測量調査を開始した。石材観察調査は、法量の計測と目視による加工

痕の観察を行った。対象となった石材は総数で1,713石である。測量調査は、写真実測とレーザ計測を併用して行っ

た。仙台城跡の石垣図化において、レーザ計測を採用するのは初めての試みである。補足の石材調査を平成14年 2

月13日 に行い、調査を終了した。

2.石垣の計測方法

今回の調査では、石垣の計測。図化に際し、仙台城本丸跡石垣の計測と同様の写真測量図化と並行して、3次元レ

ーザ計測器を使用して石垣石材の三次元形状情報をデジタルデータで取得した。冬季という悪条件下における現場

での計測時間を短縮し、高精度の点群データにより記録化された石垣は、二次元図化や三次元画像での描写が可能

となり、石垣勾配や変形の現況解析など、今後の活用について検討中である。

まず、姑象となる石垣に測量基準点を設け、この座標を計測した後、3次元レーザ計測器を使用して、石垣全体を

数十のプロックに分割して点群データを取得した。この際、レーザ光線の照射間隔は水平方向に対し511m間隔とし、

詳細なデータ取得を図った。同時に、写真図化のための写真撮影を行い、これら両者のデータを統一してコンピュ

ータ上で図化を行った。

3次元レーザ計測による石垣実測の利点としては、計測後数分程度で、現地において素図点群データを確認でき

る点にある。このため、データの過不足を確認しながら作業を行う

ことができる。また、任意のラインで石垣勾配の矩反データを抽出

することも可能であり、石垣の変形の状況などを確認するには非

常に有効な方法であると考えられる。

なお、今回は 5 mm間隔での計測を行ったためデータ量は非常に

膨大なものとなり、編集。図化の際にコンピュータがこれを処理し

きれなくなる事態がしばしば発生した。このため、必要な精度を確

保することを大前提としながらも、適切な計測間隔 (データ量)に

ついては、今後検討する課題を残した。

第18図 清水門跡現況

第19図  レーザ計沢J状況



3.石材調査

石材調査は、安全面を考慮してクレーン車上と地上から日祝による観察を行った。今回の調査は、現況調査であ

ることから、観察は石垣表面のみを行った。石垣面ごとに石材に通し番号を付し、一石ごとに、石面の加工、刻 E「・

矢穴・朱書などの有無について観察し、写真撮影の上、一石ごとに調査票を作成した。

この結果、櫓台のA面石垣については、基部までコンクリー トの充填や排水パイプの設置が見られることから、

ほぼ全面が、近年の4笏復の際に積み直された石垣であることが判明した。また、B面 についてもペンキとみられる

化学塗料による呑付がなされた石材が確認されており、一部は積み直しが行われているものとみられる。その他の

面においては、現代の工法による積み直しの痕跡を明確には捉えることはできなかった。

ノミ加工痕は、22石で確認した。櫓台石垣の角石では、11石中、9石 にノミ加工痕が確認されている。矢穴痕が残

る石材は、6石確認した。矢穴には幅10～ 13cm、 奥行 7～ 8.5cmの大型のものと、幅 6～ 7 cm、 奥行 4～ 5 5cmの小型

の 2種がある。朱書きは、A面石垣にのみ、2石確認した。いずれも点状に残るものであり、文字等は確認できなか

った。刻印・刻字については、確認できなかった。

清水門跡の三の丸寄りに位置し、井戸を囲む石垣や、清水門跡北側の石垣などは、自然石を主体とした石材を用

い、石面に加工をあまり施さない特徴を有しており、矢穴や刻F日 も一部で確認している。
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第20図 奥州仙台城絵図 (清水問部分)斎藤報恩会蔵
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第21図 石垣位置図
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長さ四十間」などと、城郭の曲輪や、門、土手 (土塁)、 塀、石垣、堀、道など、城の縄張や普請にかかる構築物の規模

が表記されているが、曲輪内の建物は記されていない。

清水門の左手 (南側)の石垣の上には脇櫓が描かれ、大手門と同様の構えをみせている。門前には井戸 (井桁の表

記、現在も湧出している湧き水の奥に確認できる)があって、枢森又五郎による、仙台藩の酒造り発祥の地とされて

いる。

清水門について、その形状や規模を示す史料は少なく、享保年間の写しと考えられている「仙台城御覚書」に記載

がみられ、「蔵屋敷の南脇、清水三階門、墓石垣高さ三間、長さ二十七間打廻し」とあり、三階門、櫓台という絵図に

描かれた門の様子と合致するが、脇櫓についての記述はみられず、清水門の建築規模や形状については、不明であ

る。

5.修復の記録

清水門に関連する石垣や土手 (土塁)修復等の記録は、元禄七年 (1694)、 賓永二年 (1705)、 正徳二年 (1712)の

老中奉書に見られるが、櫓や石垣崩壊の規模に関する記述はなく、「奥州仙台城絵図」に描かれた脇櫓が崩壊した時

期や修復範囲の特定は不明である。また、昭和39年 (1964)6月 の新潟地震で崩壊し、仙台市建設局により昭和40年

(1965)の修復の際に修復された記録があるが、工事内容の詳細については不明で、今回の調査で櫓台の石垣からコ

ンクリートや排水パイプが確認されており、この昭和40年の修復時に設置したものと考えられる。

6=ま とめ

今回の石垣現況測量調査は、仙台城域に分布する石垣を記録化・比較することで、本丸跡で実施した石垣解体修

復工事に伴う発掘調査で経験した石垣構造と変遷にみる石積み技術の変容を、解体工事を行わずに、理解すること

ができるかという点にあった。そのため、新しい手法である、レーザ光による三次元点データの取得によって、石

垣勾配や変状の把握において、コンピュータでの解析が可能となっていくかという方向性の試みであった。

技術的に完成されていない現段階では、従来の写真測量図化の手法と並行させることによって、両者の利点を生

かし、今後の石垣図化 。解析に役立てていくことを検討中である。
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調査結果 と今後の調査課題

今年度の発掘調査は、 5カ 年計画における第 1年次目にあたる。 5カ 年計画の初年度にあたる本年度は、仙台城

本丸の中で建物指図を知りうる数少ない遺構である大広間跡やその北側に近接する能舞台跡付近の発掘による第 1

次調査と、三の九南部に位置し石垣損壊の恐れがある清水門付近の石垣の現況測量を主とした第 2次調査を実施し

た。

第 1次調査では、仙台城本丸御殿の主要な建物である大広間跡の一角を発見し、御殿建築に使われていたと推定

できる鍍金飾り金具や銅釘を多数出土している。今後の調査で、大広間のコーナー部分や建物の柱筋を確認するこ

とによって正確な建物位置と構造を把握する必要がある。このことにより、本丸御殿建物の配置と絵図とを比較す

る精度が飛躍的に高まることが可能になるものと考えられる。

飾り金具については、大広間車寄や中門などに使われていた可能性があり、その所属遺構と使用箇所、年代、科

学的な成分分析については今後の調査への課題である。

第 2次調査では、新しい手法により、効率的な石垣現況の測量図の作成はもちろんのこと、将来的な修復工事を

にらんだ、石垣勾配の取得や変形部位の確認などを三次元的にコンピュータ上のCADソ フトで解析することにあ

る。こうした新しい手法や試みは、新世紀を迎え、ますますデジタル化に拍車がかかる中で、時宜にかなった方向

性であろう。

今後、発掘調査成果を基に、大広間の遺構群や石垣の仮想復元 (バーチャル化)な ど、新たな「復元」の可能性

も追求していきながら、精緻な調査と、市民 。研究者への迅速な情報公開によって、遺跡の価値と保護への関心を

高めるべきであると考えている。
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図版 1 調査区全景 (lA区・北より)

図版 4 KS-4礎 石跡 (北 より)
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KS-4礎 石跡断面 (南よ

図版 6 KS-5礎 石跡 (西より)

図版 2 1A区礎石跡 (南より)

図版 7 KS-5礎 石跡断面 (南より)

図版 3 1A区 東部 (南より) 図版 8 KS-6礎 石跡 (南 より)



図版13 KS-7礎 石跡 (北より)

図版 9 KS-1雨 落ち溝跡 (西より)

図版10 KS-1
雨落ち溝跡断面

(中央部・南より)

図版1l KS-1
雨落ち溝跡鍍金飾

り金具出土状況

(北より)

図版14 KS-22広 縁礎石跡 (西より)

図版15 KS-2広 縁礎石跡 (西より)

図版16 KS-23落 縁礎石跡 (南より)

図版12 鍍金飾り金具・銅釘出土状況 (KS-1雨落ち溝跡東側 。南より) KS-30落縁礎石跡 (西より)



図版20 2A区遣構検出状況 (南 より)

図版18 2B区東部遣構検出

状況 (北 より)

図版19 2B区中央部遺構検

出状況 (東より)

図版21 2BttKS-11礎石跡

図版23 2B区 Ⅱb層肥前磁器出土状況 (南より)

図版22 2B区中央部遺構検出状況 (東 より)

図版24 2B区 Ⅱb層上面調査状況 (東 より)

図版25 2C区 遺構検出状況 (南より) 図版26 2C区 西辺部銅釘出土状況 (南 より)



1.飾 り金具 4・ 5(第 9図 4
2.飾 り金具 8(第 9図 8)
3.飾 り金具 7(第 9図 7)
4.飾 り金具 1(第 9図 1)

3

5.飾り金具 2
6.飾 り金具 6
7.飾り金具 9
8.銅釘 1・ 2

図版27 出土遺物 (1)

。3(第 9図 2・ 3)
(第 9図 6)

(第 9図 9)

(第 10図 1・ 2)
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1.銅釘 (lA区 I層 )
2.銅釘 (lAtt H層 )
3.銅釘 (lAtt H a層 )
4.銅釘 (lA区 ‖b層 )
5.銅釘 (lA区 ‖b層 )
6.銅釘 (lA区礎石跡)

20

銅釘 (lA区礎石跡)

銅釘 (lB区 )

銅釘 (2C区 ‖b層 )

寛永通費 (第 10図 11)

寛永通費 (第 10図 12)

半銭銅貨 (第 10図 13)

図版23

13,一銭青銅貨 (第 10図 14)

14.一銭青銅貨 (第 10図 15)

15,一銭青銅貨 (第 10図 16)20.

16.鍵 (第 10図 17)    21.
17. 針金 (lAttKS-30上面) 22.

18.煉瓦 (♯310 1Btti層 )

出土遺物 (2)

2BttKS‐ 12■面)

磁器碗 (第 10図 18)

磁器碗 (第 10図 19)

瓦質土器鉢 (第 10図 20)

7.

8.

9.

10.

11.

12.



1.三巴文軒丸瓦 (第 11図 1)
2.連珠三巴文軒丸瓦 (第 11図 2)
3.九曜紋軒丸瓦 (第 11図 3)
4.九曜紋軒丸瓦 (第 11図 4)
5.九曜紋軒丸瓦 (第 11図 5)
6.桔梗文軒平瓦 (第 11図 6)

7.軒平瓦 (第 11図 7)
8.軒平瓦 (第 11図 8)
9.三巴支軒桟瓦 (第 11図 9)
10.三巴文軒桟瓦 (第 11図 10)
11.菊丸瓦 (第 11図 11)
12.輪違い (第 12図 1)

図版29 出土遺物 (3)

13.輪違い (第 12図 2)
14.伏間瓦 (第 12図 3)
15.塀瓦 (第 12図 5)
16.駒瓦 (第 12図 6)



図版34 清水門跡石垣DoE(東より)

図版31 清水門跡石垣A・ B(北東より)

図版35 清水門跡石垣F・ G(南 より)

図版32 清水門跡石垣C～I(南より)

図版37 矢穴と円孔

図版38 ノミ加工痕

図版33 清水門跡石垣I(南より) 図版39 亥じ字 (ロ ーマ字落書 )
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